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第５回 東京都北区景観づくり審議会 次第

平成３1 年 3 月６日（水）

午 後 ２ 時 ～ 

北区役所第一庁舎第一委員会室

１ 開     会       横尾 まちづくり部長

２ 委員等の紹介       横尾 まちづくり部長 

３ 出席委員数報告       都市計画課 

４ 資 料 の 確 認       都市計画課 

５ 議     事             景観づくり審議会会長 

（1）諮問事項 

第２号議案「新景観百選等の認定に関することについて」 

  （２）ワークショップ、シンポジウムの実施報告 

（３）平成３０年度 景観届出等の状況報告 

（４）その他 

７ 閉     会        横尾 まちづくり部長 



東京都北区景観づくり審議会委員名簿 

（平成３０年５月２５日現在） 

(1) 学識経験者 

 ①北原 理雄  （きたはら としお）  千葉大学名誉教授（建築） 

 ②吉村 晶子  （よしむら あきこ）  千葉工業大学教授（工学） 

 ③雨宮 護   （あめみや まもる）  筑波大学准教授（システム情報系社会工学） 

 ④村井 祐二   （むらい ゆうじ）   株式会社計画設計・インテグラ代表取締役 

（北区景観アドバイザー） 

(2) 区議会議員  

①椿 くにじ  （つばき くにじ）   区議会議員 

 ②宮島  修  （みやじま おさむ）  区議会議員 

 ③さがら としこ            区議会議員 

 ④赤江 なつ  （あかえ なつ）    区議会議員 

(3) 区民 

 ①安住 孝史   （やすずみ たかし）  画家 

 ②遠藤 千代美  （えんどう ちよみ）  元美しい景観をつくる都民会議会員 

  ③木佐貫 正   （きさぬき ただし）  東京都建築士事務所協会北支部長 

 ④宮川 淳子   （みやかわ じゅんこ） 北区スクールコーディネーター連絡協議会代表 

（北区飛鳥山博物館運営協議委員） 

 ⑤矢吹 静子   （やぶき しずこ）   北区男女共同参画推進ネットワーク運営委員 

(4) 関係行政機関 

 ①荒川 泰二   （あらかわ たいじ）  国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所長 

 ②植村 敦子   （うえむら あつこ）  東京都第六建設事務所長 

 ③髙津 智彦  （たかつ ともひこ）  警視庁赤羽警察署長 

(5) 区職員 

 ①中嶋 稔    （なかじま みのる）  政策経営部長 

 ②浅川 謙治   （あさかわ けんじ）  地域振興部長 

③早川 雅子   （はやかわ まさこ）  生活環境部長
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Ｈ28
年度

Ｈ30
年度 

Ｈ29
年度 

新元号 

～新景観百選 選定スケジュール～
現行

～新景観百選 選定スケジュール～
変更案

H29.2.7

第３回景観づくり審議会

・新たな景観百選について 
[全体の選定方針及び方法、 

選定スケジュール等]

・新景観百選検討会の設置について 

H29.3.20

景観情報誌(第２号)発行

・新景観百選の実施予告 

・景観まちづくりと景観百選 

・選定スケジュール 

H29.3.28

第１回新景観百選検討会

・新景観百選の実施について検討 
[募集方針及び方法、 

募集スケジュール等]

H29.12.7

第２回新景観百選検討会

・景観投票候補案の審査及び選考 

・景観投票の実施について検討 
[投票方針及び方法、 

投票スケジュール等]

H29.６.20

景観情報誌(第３号)発行

新元号2..1 月予定

第６回景観づくり審議会

・景観投票結果の審査及び選考、

景観百選 2019 案の検討 

・諮問答申（景観百選 2019

の認定について） 

・景観百選 2019 ガイドブ

ックについて 

新元号.7月予定

北区ニュース 7/20号

・景観百選 2019 の認定について

新元号.10月予定 

景観百選2019ガイドブックの発行（新景観百選・新景観十選・こどもが選ぶ景観） 

新元号.7.1（予定）

景観百選 2019認定 

・新景観百選の実施概要 

・新景観百選の候補募集の告知 

・候補募集スケジュール 

・景観ＷＳの参加者募集 

H31年度

新元号.9.20予定

景観情報誌(第５号)発行

Ｈ28
年度

Ｈ30
年度 

Ｈ29
年度 

新元号 

H29.2.7

第３回景観づくり審議会

・新たな景観百選について 
[全体の選定方針及び方法、 

選定スケジュール等]

・新景観百選検討会の設置について 

H29.3.20

景観情報誌(第２号)発行

・新景観百選の実施予告 

・景観まちづくりと景観百選 

・選定スケジュール 

H29.3.28

第１回新景観百選検討会

・新景観百選の実施について検討 
[募集方針及び方法、 

募集スケジュール等]
H29.６.20

景観情報誌(第３号)発行

・新景観百選の実施概要 

・新景観百選の候補募集の告知 

・候補募集スケジュール 

・景観ＷＳの参加者募集 

H29.6.20 ～ 9.8

候補募集の実施 
第1回 H29.8.24

景観ＷＳ

・隅田川船上 

H29.12.7

第２回新景観百選検討会

・景観投票候補案の審査及び選考 

・景観投票の実施について検討 
[投票方針及び方法、 

投票スケジュール等]

H30.2.6

第４回景観づくり審議会

・景観投票候補の決定 

・景観投票の実施について 

・投票の選定方針について 

第2回 H29.11.7

景観ＷＳ

・中央公園周辺まち歩き 

H30.6 月

投票用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの配布
H30.6.月

北区ニュース 6/20号

・景観百選 2019 の景観投票の告知

・景観投票スケジュール 

H30.6.20 ～ 10.15 

景観投票の実施 

区民まつりほか 

H30.7.20

景観情報誌(第４号)発行

H30.8月予定

景観ＷＳ

・隅田川船上 

H30.9.23

景観シンポジウム

H31.1.16

第３回景観百選2019検討会

H31.3 月予定

第５回景観づくり審議会

・景観投票結果の審査及び選考、

景観百選 2019 案の検討 

・諮問答申（景観百選 2019

の認定について） 

・景観百選 2019 ガイドブ

ックについて 

新元号.5.1（予定）

景観百選 2019認定 
新元号.6月予定

北区ニュース 6/20号

・景観百選 2019 の認定について

新元号.6.20予定

景観情報誌(第５号)発行 

新元号.7月予定 

景観百選2019ガイドブックの発行（新景観百選・新景観十選・こどもが選ぶ景観） 

H31年度

H29.6.20 ～ 9.8

候補募集の実施 
第1回 H29.8.24

景観ＷＳ

・隅田川船上 

第2回 H29.11.7

景観ＷＳ

・中央公園周辺まち歩き 

新元号.10月予定

景観百選 2019記念イベント

H31.3.6

第５回景観づくり審議会

・景観百選 2019 の認定に

よる、景観づくり計画の改定

ついて 

H30.2.6

第４回景観づくり審議会

・景観投票候補の決定 

・景観投票の実施について 

・投票の選定方針について 

H30.6 月

投票用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの配布
H30.6.月

北区ニュース 6/20号

・景観百選 2019 の景観投票の告知

・景観投票スケジュール 

H30.6.20 ～ 10.15 

景観投票の実施 

区民まつりほか 

H30.7.20

景観情報誌(第４号)発行

H30.8月予定

景観ＷＳ

・隅田川船上 

H30.9.23

景観シンポジウム

H31.1.16

第３回景観百選2019検討会

１－６
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・平成３０年度ワークショップ 

「荒川、隅田川の船上から北区の景観を巡る」報告書  

・・２－１ 

・北区景観づくりシンポジウム２０１８ 

「～すてき再発見 さがそう！北区の魅力～」報告書  

・・２－２ 

資料 2 



平成30年度 景観ワークショップ 

「荒川、隅田川の船上から北区の景観を巡る」報告書 

【開催概要】

目  的：新たな景観百選の選定に際して、荒川、隅田川の水上から景観百

選の候補地を見学し、その魅力を身近に感じてもらうことにより、

景観まちづくりへの機運の醸成を図る。 

開催日程：8月23日（木） 午後 1時 30分～4時 30分 

開催場所：荒川知水資料館アモア（志茂5-41-1） 

      岩淵リバーステーションより、あらかわ号に乗船し見学 

参加人数：31名 

（１）当日の流れ 

１．開会 

２．あいさつ 

３．概要説明 

４．荒川知水資料館見学 

   荒川下流河川事務所職員による説明 

５．船上見学（運行図は次ページ） 

   北区観光ボランティアガイド及び荒川下流河川事務所職員に 

よる案内 

６．意見交換、アンケート 

７．閉会 

１

２－１



２



（２）当日の様子 

①開会挨拶、次第説明等 ②荒川知水資料館見学 

③ボードウォークからの旧岩淵水門 ④岩淵リバーステーションより乗船 

⑤荒川にかかる鉄橋 ⑥荒川にかかる鉄橋の裏側 

３



⑦神谷水上バス発着場周辺 ⑧隅田川と石神井川の合流地点 

⑨船上からの岩淵水門 ⑩下船後、アンケート記入等 

４



（３）アンケート集計結果（アンケート回収数 １６枚）

①本日のワークショップについて、５段階の中からお選びください。 
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ワークショップの開催時期
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ワークショップの内容

５



②今後どのようなワークショップの内容を希望しますか（自由記述） 

・空から見たい。 

・音楽（２件） 

・桜のキレイな時期に参加してみたい。 

・空からの景観を巡る。 

・写真や動画を使って、色々な事が知れるようにして欲しい。 

・子ども連れ向けの案内、内容のワークショップ 

・もう一度（船上から）見学したいと思います。 

・北区のキリスト教会、近代建築、田端文士村、旧古河庭園、国立スポーツ科学セン

ター等の見学。 

・石神井川の景観を巡るウォーキングツアー 

・資料館見学にもっと時間をかけた方が良い。 

・小学生には難しいかもしれませんが、子供向けの景観について学べるワークショッ

プをつくられてはどうか？ 海外等では、マインクラフトを使った景観づくりもあ

ります。 

・川からの景観というのは大変よい試みと思います。今後は更に川をベースにした視

点から掘り下げて行くとよいと思います。 

・桜や芝桜が見られる時期にあると良いなと思いました。 
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ワークショップの時間

６



③その他の自由意見 

・歌をうたったのがとても楽しくおどろきました。 

・川から見る景色がとてもステキでした。 

・船に乗る体験はなかなか出来ないことなので、家族五人で参加させてもらってありが

たかったです。 

・橋の裏を見る機会が出来て良かった。どれも違っていて興味が湧いた。 

・鳥や植物も見れて良かった。 

・船酔いを心配していたが、とても静かで良かった。 

・皆様とても優しく親切で、ガイドスタッフさんも面白く、家族皆楽しむことが出来ま

した。ありがとうございました。 

・かも や とり がみえておもしろかった。 

・船上での視点、説明で知らなかった事が多くあり、新しく視野が増えました。ありが

とうございました。 

・景観100選については、スライド等でご紹介いただければ良かったです。 

・説明の方がたどたどしくて、一生懸命で良かったです。 

・本日のワークショップは、荒川開発の歴史を学ぶ機会を得られてとてもよかったです。 

・船上見学のコースは日常的にジョギングしているのですが、水面からの景観はかなり

印象が違っていました（良い意味です）。 

・たべものがたべられるふねがいい。 

・川の重要性、治水、緊急時の物資の輸送等、増々大切なものであると再認識しました。

もっとＰＲした方がいいと思う。 

・６０年前、小学生の時、岩淵水門を絵に描いて写生大会で北区の優秀賞をもらい大き

な賞状をいただいたのを思い出しますが、あれから岩淵水門に来た事がなかったが、

今回この様な催しがあり、久しぶりに岩淵水門に来ましたが、大変立派な水門で感心

しています。 

・大正１３年完成のこの事業、大変な工事であったとつくづく思い、当時の働いていた

人達の苦労を少し解った気がします。 

・魅力ある都市計画（都市景観）づくりは大変だと思いますが、地味な北区が更に発展

する様頑張って下さい。 

７



1 

北区景観づくりシンポジウム2018 

～すてき再発見 さがそう！北区の魅力～ 報告書

【開催概要】 

日 時：平成30年 9月 22日（土） 

19：00から21：00 

会 場：北とぴあ 

14階 スカイホール 

参加人数：45名 

１．あいさつ      まちづくり部長 横尾 政弘

本日のシンポジウムですが、現在、区が取り組んでおります「みんなでつくる北区

景観百選2019」の投票実施にあたりまして、景観の視点から北区の魅力を再発見し、

共有し、発信していきたいとの趣旨から、北原先生、吉村先生、そしてパネリストの

皆さま方のご協力をいただきまして、開催する運びとなったものでございます。 

 現在の「北区景観百選」は、平成 8年（1996 年）から平成 10年（1998 年）

にかけまして選定と認定を行い、平成 11 年 3 月（1999 年）にガイドブックを発

行しております。選定から20年が経過していることから、あらためて、北区の景観

や景観づくりを見つめ直す、良い機会と考えております。 

 今、東京では、2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催をひかえまし

て、訪日外国人旅行の高まりをみせています。北区においても、この機会を捉えまし

て、「新たな北区の景観百選」を、北区の魅力や観光の資源として、区内外に発信し

ていきたいと思っています。 

 そして、景観づくりをとおして、北区が目指しております、「人が輝く、まちが輝

く、未来が輝く 北区」づくりに、是非とも、皆さまのご理解とご協力を賜りたいと

存じます。 

２．基調講演      講演者：北原 理雄 氏 千葉大学名誉教授 

「景観から考える北区の魅力」 

－北区景観百選のこれまでとこれから 

現百選を選定してから概ね 20 年が経過し、

北原先生には、当初より関わっておられる視点

で、北区ならではの景観まちづくりについてご

講演いただきました。 

２－２
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【講演の要旨】 

景観とは？、北区の景観の特徴、北区景観百選 2019 をなぜ実施しているのか？

というお話を中心に、スライドを使ってご説明いただきました。 

スライド 北原先生のコメント

景観を辞書で調べてみると、「自然と人間界と

のことが入り混じっている現実のさま」という

文言があります。 

 さらに景観という漢字を読み解くと、「人々が

暮らしている様をしっかり見定める」という意

味があります。明治になってからドイツ語の

Landschaft（土地のあり様）を日本語で表現し

たものですが、先人たちは、精神的意味のある

深い味わいのある表現にしてくれました。

このスライドは、今から160年前の人々が見

た北区の景観です。歌川広重の名所江戸百景に

は、北区の景観が 6 景、浮世絵として描かれて

います。 

 この 6 景から読み取れるのは、武蔵野台地の

北東の端に北区があり、台地を流れてきた音無

川が渓谷をつくり、飛鳥山からの眺望が北区の

自然景観の特色であり、今も受け継がれている

ということです。

北区では、区の景観の特徴を区民とともに、

まもり、つくり、そだてるために、まず自分た

ちの素晴らしい景観を見つけようという取組、

北区景観百選を平成8～10年に行いました。平

成11年に発行したガイドブックの中には、「北

区を代表する景観10選」として、飛鳥山公園、

王子神社、旧古河庭園などが選ばれました。 

概ね 20 年が経過し、新しい景観や暮らしの

景観など、北区の景観も日々変化しています。

今回あらためて、「みんなでつくる 北区景観

百選 2019」をつくることが、北区の景観、豊

かな生活の場、北区のまちづくりへとつながっ

ていきます。 

 皆さまの身近なところにすてきな景観がある

と思いますので、ぜひ、北区景観百選2019の

投票にご協力ください。
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３．パネルディスカッション 

「すてき再発見 さがそう！北区の魅力」をテーマにして、それぞれの立場におけ

る景観に関する気づきについてのご意見をいただきました。

【テーマ】 

「すてき再発見 さがそう！北区の魅力」 

【コーディネーター】 

吉村 晶子 氏 千葉工業大学教授 

【パネリスト】 

塚本 二朗 氏 北区景観アドバイザー

山田 桃子 氏 東京家政大学

櫻井 七音 氏 東京成徳大学 

土井 富美子氏 北区観光ボランティアガイド 

「北区の魅力的な場所」 

【主なご意見】 

崖線や交通網が有機的につながっていて、景観の連なりとしての魅力がある。

そのことが北区ならではの心地よい様々なスケールの景観を生み出している。 

自転車等で移動しながらみると、それぞれのつながりを楽しむことができる。

移動すると楽しい景観であり、「移動してつなぐ」という景観の楽しみ方ができ

る場所である。 

自然の地形によって、ダイナミックな風景が楽しめ、都内でも自然と触れあえ

る公園等が多くある。 

癒しを与えてくれるまちである。また、自然があるだけではなく、景色も楽し

め、水を使って遊べる公園や動物と触れ合える場所もある。 

北区には素敵な銭湯が数多く存在し、鉄道のまちでもある。鉄ちゃん（鉄道マ

ニア）の聖地、スリバチ（地形マニア）の聖地でもあり、知ることでより楽し

くなるという「深み」がある。 

自然に触れ合える環境、自分自身の身近な環境で発見ができる場所を子供たち

に提供している。 

「景観百選の候補地についての気づき/それぞれの立場における景観に関する気づき」 

【主なご意見】 

著名な景観資源だけではなく、実際に住んでいないとわからない景観が数多く

あり、区民の皆さまの意識の高さを感じる。 

アットホームな北区ならではの、暮らしがあふれている場所や身近に挨拶を交

わす関係があり、昔ながらのまちの一部がたくさん残っている。 

歴史をあとに伝えていくものである神社や祭りが衰退するのを止めなければな

らない。あとの人にどう残していくのかが重要であり、われわれ若い世代が残

していかなければならない。 
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祭りや商店街、銭湯など、身近なコミュニケーションの場は、人と人とをつな

ぐまちの役割を担っている。 

坂が多く、それぞれ名前がついていて、地元の人に愛されていることがわかる。 

商店街に人が集まってコミュニティーが形成されており、地域の人により、廃

れないよう活性化させていて、商店街の機能を最大限に活用している。 

４．ご意見・ご質問 

景観づくりの大事な要素の一つで、ランドマークがありますが、北区には、世界

中の人がくるようなランドマークはありません。北区でランドマークをまもり、

つくり、そだてることはできるのでしょうか？ 

シンボルがあることは大切ですが、今現在の都市の問題は、みんながランドマー

クをつくりたがり、ランドマークで無くなってしまっていることにあります。北

区のランドマークを区民とともにつくることはよいと思いますが、日本では、江

戸から富士山を望むなど、まちの外にあるランドマークを愛でるという伝統もあ

りますから、「外にあるランドマークを楽しめて、日常の暮らしがとても豊かなま

ち」でもよいと思います。

景観資源単体ではなく、集まりを景観というのではないでしょうか？ 

景観百選は、景観をつくっている一つ一つの場面を選んでいて、その場面が連な

って線や面としての景観ができていきます。しかし、それでは景観百選に選定し

づらいので、「それらをつくっている要素をみんなで見つけていきましょう」とい

うことが景観百選の趣旨です。 

北区には昔からある優美な景色が存在していましたし、今もなお存在しています

が、今回景観百選の候補として選ばれていないのはなぜでしょうか？ 

今回の景観百選については、区民の皆さまからの投票を整理させていただいてお

りますが、今後のガイドブック作成に際しては内容を検討中ですので、今後の検

討材料とさせていただきます。 
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５．アンケート結果 （回答数：35件） 

 １．ご自身のことについて教えてください。

  （１）北区との関係  （２）性別 

  （３）年代   

 ２．本日のシンポジウムを何でお知りになりましたか？（複数回答可）
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 ３．シンポジウムに参加されたきっかけは何ですか？（複数回答可）

 ４．シンポジウム全体の感想をお聞かせください。

 ５．今後どのようなシンポジウムの内容を希望しますか。 

北区の3地区（赤羽・王子・滝野川）または7地区の代表が、地元のまちづく

りの今までと今後について、意見交換する。 

ＪＲ駅の数が東京都最多とのことで、北区の鉄道シンポジウム。 

北区出身の建築家講演会。 

北区の特徴的な建築物の解説講演会。 

現在の景観だけでなく、過去の景観を含んだシンポジウム。 

景観と災害に強いまちづくりに関するシンポジウム。 

来場者がより参加できるような工夫のあるシンポジウム。 

＜※一部抜粋＞ 
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６．その他のご意見。

基調講演の内容は北区に焦点がしっかりあたっておりよかった。「北区時間」の

資料もありがたい。 

新たな景観百選ガイドブックの写真について、時間がゆるすことであれば、区

民等から好きな場所等の写真をのせてもらうのも良いかと思います。 

30 代の初めに北区民となり、その後の三十数年、区民として暮らしてきた。

しかし、20 代まで区民ではなかったので、住んでいる回り以外は知らない所

が多い。これを機会に北区の他の地域についても知ろうと思う。 

若い学生さんの発言も楽しかったですが、北区観光ボランティアガイドの方の

お話、さすが、地元の方ならではの地元愛に満ちたお話で、北区っぽいという

か、面白かったです。お国自慢できるというのはすばらしいと感じました。諸

先生方のお話を聞いて、北区らしい景観、住みよい町、あらためて考えなおし

たいと思いました。住みよい町であれば、なにげない景観も大切な景観となる

と実感しました。 

第2部では、スクリーンに写真を映しながらお話を聞けるとより楽しめました。

言葉だけでは、イメージが難しかったです。 

様々な立場や視点でのパネリストのお話は、とても楽しく面白かったです。 

＜※一部抜粋＞
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北区景観づくり条例に基づく景観届出等の状況 

＜建築物等の景観届出件数＞ 

地区区分 行為 平成 30年度※1 平成 29年度※2 平成28年度※3

一般地区 

建築行為 70件 65件 71件 

工作物 5件 11件 25件 

開発行為 1件 2件 3件 

景
観
形
成
重
点
地
区

西が丘地区 

建築行為 29件 17件 26件 

工作物 0件 0件 0件 

開発行為 0件 0件 0件 

隅田川沿川地区 

建築行為 3件 5件 4件 

工作物 0件 0件 1件 

開発行為 0件 1件 0件 

旧古河庭園周辺

地区 

建築行為 3件 1件 3件 

工作物 0件 0件 0件 

開発行為 0件 0件 0件 

合計 

建築行為 105件 88件 104件 

工作物 5件 11件 26件 

開発行為 1件 3件 3件 

届出合計 111件 102件 133件 

＜屋外広告物の事前相談件数＞ 

地区区分 行為 平成 30年度※1 平成 29年度※2 平成28年度※3

一般地区 表示掲出 7件 7件 8件 

景
観
形
成
重
点

地
区

西が丘地区 表示掲出 0件 0件 ０件 

隅田川沿川

地区 
表示掲出 0件 0件 ０件 

旧古河庭園

周辺地区 
表示掲出 0件 0件 2件 

合計  7 件 7件 10件 

※1平成30年4月1日～平成31年1月31日まで 

※2平成29年4月1日～平成30年3月31日まで 

※3平成28年4月1日～平成29年3月31日まで

３－1



【建築物等の景観届出件数の推移】 

【平成30年度※1 建築物等の景観届出件数の内訳】 

※1平成30年4月1日～平成31年1月31日まで 

※2平成29年4月1日～平成30年3月31日まで 

※3平成28年4月1日～平成29年3月31日まで
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景観形成重点地区西が丘地区における包括処理報告 

景観形成重点地区西が丘地区においては、建築物の景観形成基準のうち、建築物の

ゆとりある配置や敷地面積のゆとりある敷地規模を保つための数値基準（以下「規模

基準」という。）を定めていますが、北区景観づくり審議会が認めた場合については、

適用しないことができるとしています。 

この手続きの迅速化、簡素化を図るため、北区景観づくり審議会の承認のもとに 

定めた「景観形成重点地区西が丘地区における景観形成基準に関する北区景観づくり

審議会包括処理基準」（以下、「包括処理基準」という。）を平成27年 10月 1日か

ら運用しています。 

包括処理基準に基づき、規模基準を下回っている案件について、以下のとおり報告

いたします。 

【建築物の敷地面積の最低限度】 

規 模 基 準：100㎡ 

基準適用日：平成27年 10月 1日 

＜平成３０年度※1の包括処理基準（規模基準）による案件＞

包括処理基準 件数 備考 

適用除外 

ア：既存不適格の敷地・土地 4件 案件 01～04 

イ：公共公益上の施設 ０  

ウ：公共公益施設整備に供する土地 ０  

 エ：２項道路後退の土地 ０  

特例措置 

 ア：遺産相続等による分割 ０  

 イ：借地権解消による分割 0  

 ウ：建築基準法などの違法性解消 ０  

※1：平成30年４月1日～平成31年 1月 31日まで 

３－２
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【案件の概要】 
 （１）適用除外規定（既存不適格の敷地・土地）に関するもの 

案件 01 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要

専用住宅、木造3階建（建築面積：32.10㎡、延べ面積：86.79㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否

建築敷地 51.38㎡ ＜ 100㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認

現在の建築敷地は規模基準を下回っているが、登記簿等で昭和48年時点か

ら現敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準4-（2）-ア（既存

不適格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 

案件 02 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要

専用住宅、木造2階建（建築面積：30.63㎡、延べ面積：60.67㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否

建築敷地 50.07㎡ ＜ 100㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認

現在の建築敷地は規模基準を下回っているが、登記簿等で昭和35年時点か

ら現敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準4-（2）-ア（既存

不適格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 

案件 03 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要

専用住宅、木造2階建（建築面積：56.31㎡、延べ面積：110.54㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否

建築敷地 94.46㎡ ＜ 100㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認

現在の建築敷地は規模基準を下回っているが、登記簿等で昭和61年頃から

現敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準4-（2）-ア（既存不

適格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 

案件 04 ＜適用除外 ア：既存不適格の敷地・土地＞ 

□ 計画概要

専用住宅、木造3階建（建築面積：43.07㎡、延べ面積：113.67㎡） 

□ 景観形成基準（規模基準）に対する適否

建築敷地 63.02㎡ ＜ 100㎡ 【不適合】 

□ 適用除外に対する確認

現在の建築敷地は規模基準を下回っているが、登記簿等で昭和53年時点か

ら現敷地面積であることが確認できたので、包括処理基準4-（2）-ア（既存

不適格敷地の敷地・土地）の規定により適用除外とした。 


